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1　目　的

　言語獲得に必要な聴覚能力の損失を早期に発見するた

めに・乳幼児の聴覚能力スクリーニングテスト作成を目

ざし，そのための基礎資料として，すでに，出生直後の

新生児期における聴覚能力（日本総合愛育研究所紀要第

18集，1982年），その後の5カ月から13カ月にわたる乳児

期における聴覚能力の発達（日本総合愛育研究所紀要第

19集， 1983年），について多くの事柄を明らかにした。

　さらに，新生児期から，およそ1歳の乳児期までの聴

覚能力の発達を，日常の乳児の聴覚行動を母親が観察す

ることを通して明らかにする質問形式により調査を行な

い，その質問項目がスクリーニングテストに適している

こと，その質問調査結果が，すでに行なった客観的な条

件詮索反射聴覚検査（C，αR．）で裏づけられること（日

本総合愛育研究所紀要第20集，1984年）も明らかにした。

今回の研究は，乳児期に続いて3歳時点での聴覚能力の

発達の基礎資料を得るために，新生児期から縦断的に追

跡し，ちょうど満3歳に達した幼児を対象に，聴覚能力

の発逮ならびに，とくにスピーチ（話しことば）獲得に

欠くことのできない語音弁別能力の発達をみると共に，

乳児期と3歳時点の関連をも明らかにしようとするもの

である。

皿　研究方法

　1．被験児
　1981年11月から，1982年5月までの間に，東京都

内のA病院で出生し，新生児期およぴ乳児期に聴覚能力

検査および質問紙調査（目本総合愛育研究所紀要第18集，

19集，20集参，照）の対象となった男児110名，女児90名，

計200名（未熟児，口蓋裂児，高ビリルビン値，帝王切

開児など11名を除き，他は健常児である）のうち，いず

れも，ちょうど満3歳に達した男児30名，女児24名，計

54名である。これは，新生児期における全被験児数の27

％にあたる。

　2．実験方法
　（1｝聴覚能力検査

　　D聴刺激：図1に示す遊戯聴力検査装置（Play

Audiometry，リオンAA－80）を使用し，条件づけの

聴刺激として，周波数1000Hzで30dB音圧の純音を，

本実験の聴刺激として，加我ら（1979）の紹介している

閾値を参考に，500｝｛zで20dB，15dB，10dBの3

種の音圧の純音と 2000Hzで20dB，15dB，10dBの
3種の音圧の純音・計6種の純音を用いた。

”図 1　遊戯聴ガ検査装置

　　の実験場所：本研穽所内の幼児の聴覚能ヵ検査用

として準備きれた一室で， 周囲の騒音が測定の障害とな

らない程度に十分静かな場所である。

　　3）実験計画＝新生児期および5～7カ月と8～13

ウ月の乳児期に実験を行なった時と同禄に，刺激呈示順

序を異ならせることにより，被験児を，表1に示すよう
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表1　刺激呈示順序

G乳 N 1回目呈示 2回目呈示 3回目呈示 4回目呈示

AG乳
12

Hz 500 2000 500 2000

dB
10→15一》20 10帥15一》20 10一》15一｝20 10→15→20

B　G乳
12

Hz 500 2000 500 2000

dB 20一）15一》10 20→15一｝10 20一》15一レ10 20一ウ15→10

C　G乳
11

Hz 2000 500 2000 500

dB
10一》15一・20 10一》15→20 10→15一》20 10一》15一｝20

D　G乳
12

Hz 2000 500 2000 500

dB
20→15一》10 20一》15一》10 20一）15一レ10 20一》15一）10

　RG冗

ランダム）

7
Hz

2ρ002000　500 2000500　500 20002000　500 2000　500　500

dB
10　　15　　20 20　10　　15 10　15　　20 20　10　　15

こ，5つのグループにわけた。

　各グループともに，条件づけを行なった後，まず，右

耳に6種の聴刺激を呈示し，次に，左耳に同じ刺激を呈

示した。

　　4）実験手続き1午前9時から午後3時までの間に，

ちょうど満3歳の定期検診に来院した幼児を，良好な状

態の時に，実験室にともない，実験を行なった。多くの

場合，母親が同室したが，被験児から離れてすわり，実

験を見守った。今回の実験の場合は，1名の検査者が

聴刺激を呈示し，評定し，記録した。実験にあたり，検

査者は，検査装蹴の操作が，被検児に必要以上の手がか

りを与えないよう，被験児に操作が見えない位置にすわ

るよう留意した。被験児は，プレイボックスの正面に，

スピーカーから1メートル離れた位置にすわらせ，スピ

ーカーは，最初右側に配置し，右側の刺激呈示が終って

から，左側に移動させ，やはり被験児から1メートル離

れた場所に配置するという方法をとった。

　本実験に入る前の条件づけは，次のように行なう。ま

ず，被験児に，プレイボックスの右端についている白い

応答押ボタンとスピーカーを示し，「ここから音がきこえ

てくるから，音がきこえたら，この白いボタンを岬して

ごらんなさい」と伝え，ボタンの押し方を教示するQボ

タンの押し方がわかったら，1000Hz，30dBの条件づ

けのための聴刺激を3～4秒呈示し，ボタンを押させる。

すると，プレイボックス内の木の形をした数本のランプ

が点灯し，玩具の新幹線が動き出して1回転し，駅で停

車する。次に，音がきこえない時に，ボタンを押させ，

スピーカーから音がきこえない時は，いくらボタンを押

しても，ランプも点灯しないし，新幹線も動かないこと

を十分にわからせる。被験児に，〈音がきこえたら，ボ

タンを押す＞という反応が確実にみられた時に，条仲づ

けが成立したとみなし，本実験に移る。

　本実験では，計6麺の聴刺激を・それぞれ3～4秒間

隔で約3秒間呈示する。1種の刺激を1回のみ呈示して

反応をみるのは不確実であるため，表2に示すように，

1種の音刺激を2回呈示し，その2回の呈示のうち，1

回でも反応が確認できた時は，反応があったと評定した。

ただし，1回目の呈示で反応が確認された場合は，その

種の音は1回の呈示のみで終えることにした。このよう

な手続きで，右耳に対する本実験が終了した後，続いて，

左耳の実験を行なったQ

表2　反応有無の評定

　　回数
z　　d

1　回 2　回
反応有無
　評定

500

z

10dB
一 一 無

ユ5dB 一 十 有

20dB
÷ 有

2000

z

10dB
一 一 無

15dB
十 有

20dB
一 十 有

　②　語音弁別能力検査

　語音弁別能力とは，音索問および語音間のちがいをき

きわける能力のことである。　幼児は言語を獲得してい

く過程で，母国語の音韻体系，’意味体系，文法体系のう

ち，まず，話しことばの理解と表出にとって重要な要素
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の一つとなってヤ・る音韻体系を習得していく，すなわち，

幼児は，周囲で話される話しことばをききながら，聴覚

により，音素間，語音間の差違を認知したり，類似した

語音を弁別したりして，基本的に，この語音弁別能力を

駆使しつつ，各譜音の構音を学習し，自分の話しことば

を成人の話しことばに近づけていく。それで，スクリー

ニングテストに，この語音弁別能力についての知識を得

るための検査を加えることも必要と考えられる。

　　1）刺激語13歳児に使用できる適当な検査がない
ため，’ 3に示すように，母音系列が同じで，子音系列

表3　語音弁別の刺激語

①　アシ　ー　ナシ ⑥ハト　ー　ハコ

②　ユキ　ー　ツキ ⑦　テ　　ー　　メ

③　アメ　ー　カメ ⑧　デンシャー　デンワ

④　マル　ー　サル ⑨　カ　ミ　ー　カキ

，⑤　ヒモ　ー　イモ ⑩　イヌ　ー　イス

が1カ所だけ異なる対の単語を10対選び出した検査を考案

した。10対のうち，7番目の刺激語は1音節の単語の対

であり，8番目は，3音節の単語の対であるが，他は全

部2音節の単語の対である。第1音節の子音の異なるも

のは5対，第2音節の子音の異なるものは4対である。

なお・ 1番目と5番目の対は，母音のみと，子音＋母音

の対であり，4番目と6番目のみ，アクセントの位置が

異なる対である。3歳の幼児では，聴刺激と絵カードを

ともに呈示して，聴覚刺激に対応する絵カードを選ばせ

翼 ㊨ ガ、申
フ）＿

・～　 一蔀

μf「〆〆懸ゲむ，　　　　くコ

》’
卜 麺

○
⑳ 趣

ψ醗 廊

る絵画検査法が適していると考えられたため，図2の絵

カード20枚（20cm×1¢m）を作成した。幼児にとっで，な

じみ深く，絵にあらわし易く，しかも，語音が聴覚的に

類似し，アクセントも同じ位置にくる単語を選び出すこ

とは，かなり困難な作業であり，また，数を多くするこ

とは，3歳児には無理であると考えられたため，弁別語

音対が限られることになったが，表4に示す母音5種類

表4

　　位躍あご角

前　母　音　　　奥　母　音

小　開　き

　　　音
1　　　　　　　　　　　　u

半　開　き

　　　音
e　　o

大　開　き

　　　音
a

全部とともに，表5に示すように，弁別検査に必要とさ

れる摩擦音，破擦音，破裂音を最低限含めるよう配慮し

た。なお，表5をみれば，子音音素の構音部位（構音点）

と構音様式（呼気法〉ならびに，番号により，検査項屠

に，どの子音音索が含まれているかがわかるようにした。

　　2）実験場所＝聴覚能力検査を終了した後，同じ検

査室で，聴力検査装置から少し離れた所に置かれた机の

前に移動してもらって行なった。

　　3）実験計画：聴覚能力検査では，刺激呈示順序を

異ならせることにより，被験児を5つのグループにわけ

たが，語音弁別能力検査の場合は，どのグループの被験

児にも，同じように，聴刺激は，1対の単語の第1の単

語か第2の単語のいずれかを，ランダムに呈示する方法

をとった。．

　　4）実験手続き＝被験児を，検査者の斜め左横の位

置にすわらせ，「こんどは絵をみせてあげましょう」と言

って，被験児の前に，絵カード2枚を横に並べ，スライ

ドさせずに静止した状態で呈示し，「先生の言うものを指

で指しておしえてね」と述べてから，1番目の項目の「ア

シ」またはrナシ」のどちらかの刺激語を，検査者が少

し大きめの肉声で，普通の速度で与え，被験児が適切な

絵カードを指すかどうか反応をみる。この実験の場合は，

刺激語を1回呈示するだけで反応をみることにする。

　そして1番目の項目が通過したら，次の項目の絵カー

ドと交換し，同じ手続きで検査を続ける。

図2

一211一



日本総合愛育研究所紀要 第21集

表5

　音、。

　法
両　唇　音 歯　裏　音 歯　茎　音 硬口蓋音 軟口蓋音 喉　腔　音

破裂音

　t
　　⑦　d　⑧ 　k

　　③
　　⑨

通鼻幽日

　m　　⑤
　　⑨

　n
　　⑩

摩擦音

　S
　　⑩

　∫　　　　？①　　③　　　⑤ η⑧ ゐ⑥

破擦音

ts

弾　鵬日

7④

半子音

W⑧
〕②

○内の数字は刺激音の番号

皿結　　果

　①　聴覚能力検査の結果

　　1）反応率
　　1．反応平均値

　いずれの被験児も両耳あわせて，12種の聴刺激を受け

ることになり，その全部に反応が確認されれば，12回反

応したことになるQ刺激音の呈示順序のちがいによる5

つのグループのそれぞれの反応平均値は，表6に示す通

り，高い平均値を示している。BG匹の平均値が他のグル

ープの平均値に比して低くなっているのは，このグルー

プの被験児のうち，2名が，検査を中断したためである。

表6　反応平均値

G7； N M
A 12

11．3
B 12

9．9
C 11

10．5
D 12

11．0
R 7

11．4
全　体 54

10．8

　2，実験条件差と反応率

表了 および図4にみられるように，いずれのグループ

も80％以上の高い反応率を示している。グループ間の順

位をみると，R硫が，刺激音をランダムに呈示されてい

るにもかかわらず，最高の反応率を示している。第2位

は，Hz，dBとも上昇法を用いたAG7．で，Hz，dBとも

下降法を用いたDGrは第3位である。この両者とも，そ

れぞれ93．8％，91．7％と90％台の反応率を示している。

Hzの方は上昇させ，dBは下降させる呈示順序をとった

BGπは第4位で，Hzは下降させ，dBは上昇させたCGπ

が第5位となっており，両者ともそれぞれ82．6％，80，6

％と80％台の反応率を示している。

　実験条件のちがいにより，グループ間に多少反応率に

差がみられたが，有意差検定の結果，グループ間には何

らの有意差も認められなかった。

　　3．実験条件差とHz，dB別反応率

　5つのグループのHz，dBの差による6種の音に対する

全体の反応率は，表8および図5で明らかなように，500

Hz，15dB音への反応率が96．7％といちばん高く，つい

で，500H2，20dB音，で95．0％，2000Hz，　20dB音，で

93．3％，500Hz，10dB音，で90，8％という反応率の順位

で，いずれも，反応率が高い。2000Hz，15dB音への反

応率は，75．6％へと低下し，2000Hz，10dB音への反応

率は，69，0％と目立って低くなっている。周波数，音圧

から考えて，当然の結果が出たと考えられる。

　　4．性差と反応率

　性差によって反応率に差があるかどうかX2検定により

調べたが，どの刺激音にも差が認められず，性差のない

ことがわかった。
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表7　実験条件差と反応率

右　　　　　耳 左　　　　　耳

Gr， N
500Hz 2000Hz 500Hz 2000Hz

計 ％10dB 15dB 20dB 10dB 15dB 20dB 10dB 15dB 20dB 10dB 15dB 20dB

A 12 12 12 12 9 11 12 11 12 12 8 12 12 135
93．8

B 12 11 12 12 5 10 11 9 12 11 7 9 10 119
82．6

C 11 9 9 10 8 9 9 11 11 11 9 9 11 U6 80．6

、D
12 11 12 12 9 11 11 11 12 11 9 11 12 132

91．7

R 7 7 7 7 5 6 7 7 7 7 6 7 7 80
95．2

計 54 50 52 53 36 47 50 49 54 52 39 48 52

％ 92．6 96．3 98．1 66．7 　　■7．0 92．6 90．7
100

96．3 72』2 88．9 96．3

夏00％

75％

50％

25％

93，8

82．6

80，6

9亙．7

95，2

．全体

　88，8

，，％，α87 ㌦話　…756
　　　　～　　！㌔8　　　　 　←一690
　　　　、　　　　　　　’
　　　　　、　　　　　　　　ノ　　　　　＼　’　　　500Hz10dBH
　　　　　　　ノ　　　　　＼　ノ　　　500　15　H　　　　　　　ノ　　　　　　＼’　　　　500　20　圓
5吻　　ピ　　2000Hz10dB，一弔
　　　　　　50，0
　　　　　　　　　　　2000　　　璽5　　　な”も

　　　　　　　　　　　2000　　20　　ひ一つ

AGr」　BGr　CG【」　DG【．　RGr．

　図5　実験条件差とHz，dB反応率
　　　　プロフィール

AGrJ　BGL　CG鴫　DG駄　RGr，

図4　実験条件差と反応率

表8　実験条件差とHz，dB反応率

N．S．

50囎z
2000Hz

　　　　　　　BGτ

10・ 15 20 10 15 20

A 95．8
100 100

70．8 95．8
100

B
83．3

100
95．8 50．0 79．1 87．5

C
83．3 83．3 87．5 70．8 75．0 83．3

D
91．6

100
95．8 75．0 91．6 95．8

R 100 100 100
78．5 92．8

100

90．8 96．7 95．8 69．0 75．6 93．3

　　⑳　条件づけの難易

　表14でみられるように，被験児により，条件づけが容

易に成立できるものと，困難なものとがみられ，54名の

被験児のうち33名，つまり，61％は成立が容易であった。

　　3）反応の様相

　表9の項目1にみられるように，被験児の半数以上は，刺

激音をきいて，応答押ボタンを押し，適切によく反応す

ることが観察された。この中には，おちついて，あるい．

は，慎雷に音を傾聴して，安定した反応を示すもの，他

のことに気をとられ，おちっかないながらも，音はきち

んとききとって反応できるものがみられた。一方，項目

2以下にみられるように，他の被験児のそれぞれに，

音はきこえていることが認められるのに，ボタンを押す

という行動がすぐさまとれないので，検査者が表情できこえ

たことを判断しなければならない。条件音と本実験の刺

激音の差がありすぎて，反応にとまどう。条件づけが成
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表9　反応の様相

反　応　　の　様　椙 N

1．音をきいて適切にボタンを押す 30

　　「きこえた」といいながらすぐボタンを2，　押さない

5
　臆病，または慎重でボタンを押すのをた3．　めらう

4

　条件音のあと本実験の刺激音にすぐ慣れ4，　ず，反応にとまどう

3
　途中からやっていることがのみこめるよ5．　　うになる

3

6．表情できこえたことを示す 2
　音をきいてボタンを押す関係が十分理解7．　できない

2

8．　装置をいじりたがり，指示がきけない 1

9．他のことに気をとられておちつかない 2

10．あきて反応するのをやめてしまう 2

11，やたらにボタンを押したがる 4

立したと思われたのに，音をきいてボタンを押すという

関係が十分に理解できない。装置の方に興味がいってし

まい，いじりたがり，指示がきけない。検査室内のもの

に気をとられておちつかず，音を傾聴しない。検査途中

であきてしまい，終了できない。ボタンをやたらにパチ

パチ押したがる・といった不安定な反応の様相がみられた。

　②　語音弁別能力検査の結果

　　1．語音弁別得点平均

　10項目にそれぞれ1点の得点を与え，全項目通過すれ

ば，10点満点になるようにした。表10は，5つのグルー

プの得点平均値と全体の標準偏差値を示すものであり，

どのグループも高い得点平均を示している。

表10　語音弁別得点平均

G7； N M 全　体　の
．　　　DしA 12

8．5

B 12
8．6

C 11 9．4

D 12
9．4

R 7 7．7

全　体 54 8．8 2．76

　　2，項目通過率

　表11が示すように，5番目の項目（ヒモーイモ）を除

いて，他の項目は，すべて，85％以上の非常に高い通過

率を示している。5番目の項目の母音〔i〕とヒモのヒの

子音音素一摩擦音〔9〕は，弁別対としては適切なものと考

えられるが．それぞれ他の母音や子音と比べて，聴覚的

にとらえにくい特性をもっている音であるとと，幼児に

とって，イモは，オイモとしてなじみ深く，オイモと言

われれば，理解できるのが，検査者にイモと言われて，

理解できない被験児が多かったことが，この項目の通過

率を低いものにしたと考えられ，3歳児には，この項目

は適当な語音弁別対でなかったと反省させられる。

　　3．性差と通過率

　長渕（1970〉は，幼児のききとり検査の研究を行ない，

3歳で，語音のききとりに関して性差のあることを見出

しており，女児の方が優位であることを報告している。

表11　語音弁別項目通過率

Gπ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A 12 10 12 11 9 6 10 11 12 工1 10

B 12 10 10 9 11 8 11 11 11 11 11

C 1ユ 11 10 9 11 11 8 11 11 10 11

D 12 12 10 12 12 9 12 12 12 11 11

R 7 7 5 6 5 4 5 6 6 4 6
言十 54 49 46 49 48 35 49 51 52 47 49

％ 90．7 85．2 90．7 88．9 64．8 90．7 94．4 96．2 86．5 90．7
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表12　｛生差と項目通過率

通過率 0 20％ 50％ 60％ 70％ 80彩 90％ 100％

性　別 M　　　F M　　F M　　F M　　F M　　F M　　F M　　F M　　F

人　数 1　　0 1　　0 2　　0 真　　0 2　　0 5　　2 7　　5 12　　16

計 1 1 2 1 2 7 12 28

　また，構音陣害は，女児よりも男児に多いことが臨床

分野で確認されていることから，この語音弁別項目の通

過率に，性差がみられるかどうか，表12に示すように，

0から100％に至る通過率の性差を調べ，有意差検定を

試みたところ，5％水準有意の差をもって女児の通過率

の方が高いことが認められた。この結果は，長渕の報

告および，早くより諸研究により，女児の方が言語

技能獲得の発達が早いとみなされていることと呼応する

と考えられる。

　　4．聴覚能力検査と語音弁別能力検査との相関

　Carrel　J．A．（1968）が述べているように，純音によ

る検査の結果は，話しことばの細部にわたる個人の能力

について完全な情報を提供するものではないが，話しこ

とばに重要な構音学習のためには，幼児は最大限100Hz

と8000Hzの聞の周波数に対して正常な聞値をもたなけ

ればならない。この範囲内での損失があると，類似した

言語音を区別することが困難となる。語音を弁別するの

に必要な周披数の；ネルギーの大部分は，これらの制限

内にあるので，聴覚能力が500Hz，1000Hz，さらに2000

Hzで正常であれば，ことばを理解するのに，それほど支

障をきたさないことになる。そこで，今回の聴覚能力検

査と，語音弁別能力検査との相関関係をみることに・した。

語音弁別能力の検査結果は，項目得点で得られたが，聴

覚能力の検査結果は，反応回数によるものであったので，

関係をみる上で，点数化を試み，500Hz，2000Hzのそ

れぞれの10dBに2点，15dBに1．5点，20dBに1点の

得点を与え，各被験児の得点を算出した。表13に，各グ

表13　聴覚検査反応得点平均

G7＝ N M
S　D

A 12
16．7 1．61

B 12
14．4 3．74

C 11
16．2 2．28

D 12
15．6 3．30

R 7 16．8 1．81

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P＜．05・

ループの得点平均を示す。この得点と語音弁別能力の得

点（表10）との相関をみたところ，r＝0，99の高い相関

値が得られ，500Hz，2000Hzの周波数に対して閾値が

正常であれば，語音弁別が十分可能である事が確かめら

れたo
　③　乳児期から3歳児期までめ聴覚発達

　A病院出生児200名に対して，〔1噺生児期　ネオメ」

ターを検査器として使用し，3000Hzの90dB音，70

dB音をきかせる。　（2）5～7カ月と8～13カ月の時期

条件詮策反射聴覚検査器　（略してCρ．R）．を使用し

て，500Hzと2000Hzの50dBと30dB音をきかせる。

（3）36カ月期遊戯聴力検査器（略してP．A．〉を使用に，

500Hzと200DHzの20dB，15dB，10dB音をきかせる。

という乳児期から3歳児期まで4期にわたり，3つの異

った聴覚検査法を用いて，聴覚能力の発達を縦断的に追

ってきた。そして，54名の乳児を3歳時点まで追跡出来

たので，その結果を表14に示す。この表には，上述の検

査の結果以外に，36カ月時におこなったP，A．検査過程

での条件づけの難易。36カ月時におこなった，弁別テス

トの得点（満点は10点），8～10カ月時の質問紙法で得ら

れた総点（満点は28点），聴覚障害ハイリスク要因の有無。

その他特記すべき事項，などを付記してある。なお聴覚

検査の結果で表わされている（＋）←）は反応の有無を示す。

そして各月齢において，dBの高い方に2点，低い方に1

点を与え，反応数を得点化し，聴覚能力発達の程度を評

価したのである。この様にして出された結果から，まず1

特定のdB音において，2～8回試行で1度も反応がみら

れず，その時点では，聴覚発達上問題を残している対象

児が存在するかどうかみたところ，新生児期で，漁49児，

撫54児が，70dB音に反応がみられなかった以外，他の対象

児はどのdB音にも必ず1回は反応している。しかも，こ

の両児とも，その後の検査では，正常な聴覚発達を示し

ている事から，54名の対象児の中に，3歳時までに聴覚

発達上問題を呈しているものはいないという事が解った。

ただ一部の対象児に，反応の不安定さが認められた。そ

こで，反応数を得点化し，聴覚能力発達程度を見たので

ある。それによると，各時期の得点は，表15の様になり，
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裏14－1

児　　童　　恥 1 2 3 4 5 6 7 8

左　　右　　耳 R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L

90dB　（1点）
十　　　十

反応有肪 ÷　　　十
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

反応無し）
十　　　十 十　　　十 ÷　　　一 十　　　十 十　　　千

70dB　（2点） 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十

得　　　　　点 ．6 6 2 6 6 3 6 6

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 一　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　一

30dB

（2点）

500Hz
一　　　十 一　　　十

2000Hz
十　　’÷ ÷　　　十

得 点 10 8

50dB

1点）

50DHz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十

30dB

2点）

500Hz
十　　　十 ÷　　　一 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　『 十　　　十 十　　　一 一　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　　÷

得 点 12 10 12 6 7 10 10

36

　カ　　月

20dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 ÷　　　十 十　　　十 ÷　　　十 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 ÷　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十

15dB
1．5点）

500Hz
÷　　　牽 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 ÷　　　十

10dB

2点）

500Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一…・ 十　　　一 ÷　　　十 十　　　十

2000Hz 十　　　÷ 十　　　十 十　　　一 十　　　十 一　　　十 十　　　一 ÷　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

得　　　　点
18 18 16 18 16 14 18 14

36カ月時条件づけの難易 易 易 易 易 易 難 易 易

36カ月時弁別テスト得点 10 10 6 9 9 8 7 9

8～10カ月時質問紙総点 25 27 24 24 27 26 26 28

HighRisk要　　因 出産時
吸困難

未熟児
親戚に若い

，耳の悪

人がいた。

他　の　特　記　事　項
5～7カ月

6カ月
同室
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表14－2

児　　童　　Nα 9 10 11 12 13 14 15 16

左　 右　　耳 ．R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　 L R　　L R　　L

0　カ月

90dB（1点） 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　1十 十　　　十

70dB（2点） 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

得　　　　点 6 6 5 6 6 6

5～7カ月

50dB

1点）

500Hz 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十

2000Hz 十　　　十 一　　　÷ 十　　　十 一　　　十 十　　　十

30dB

（2点）

500Hz 十　　　十 一　　　十 十　　　一 十　　　÷ 一　　　十

2000Hz ÷　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十

得 点
12 6 　10 8 10

8～13カ月

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　÷ 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　．十 一　　　　　　　　　　　　　　　一

2000Hz
÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　＋ 十　 十 一　　　　　　　　　　　　　　　一

30dB

2点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　一

2000Hz
十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　『

得 点
10 12 12 12 12 12 0

36

　カ　　月

20dB

1点）

50QHz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 ＋　　千 十　　　十 十　　　十

15dB

1．5点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　 十 十　　　十 十　　　十 千　＋ 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

10dB

2点）

500Hz
十　　　十 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十

2000Hz
十　　　一 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十

得　　　　点
16 18 18

12．5
16 18 12 18

36カ月時条件づ吻難易 難 易 易 難 難 易 難 易

36カ月時弁男1斯スト得点
10 9 9 9 7 10 10

10　r

8～10カ月6績問紙総点
27 27 27 28 24 27 28

28　

HighRisk要　因 出生時
吸困難

出 生時
吸困難

他の特芦己事項

8～13カ月

いて
行せず
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表翼一3

児　　童　　晦 17 18 19 20 21 22 23 2‘

左　　右　　耳 R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L

90dB（1点） ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 →」　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十

70dB（2点） 十　　　十 十　　　率 十　　　÷ 十　　　十 →ト　　ー 十　　　十 十　　　十

得　　　　点 6 6 6 6 3 6 6

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 一　　　十 十　　　÷ 十　　　一 十　　　十 一　　　十 十　　　十

2000Hz
→ト　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　千

30dB

2点）

500Hz
十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　÷ 一　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　十 一　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

2000Hz
十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　一

得　　　　点 12 1 8 2 10 6 4

50dB

1点）

500Hz
÷　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十

30dB

2点）

500Hz
一　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　一 十　　　十

2000Hz
十　　　十 一　　　÷ 十　　　十 十　　　申 十　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 『　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十

得　　　　点 10 7 12 12 10 2 6 12

36

　カ　　月

20dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　一 十　　　÷ 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 ÷　　　十

2000Hz
÷　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　一 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

15dB

L5点》

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　一 →・　　一 十　　　十 十　　　十 『　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　十 十　 牽

10dB

2点）

500Hz
十　　　十 十　　　÷ 一　　　十 十　　　十 十　　　十 ÷　　　一 十　　十 ÷　　　十

2000Hz
十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　十 一　　　十

得　　　　点 18
9．5 9．5 18 18 9

14．5
16

36カ月時条件づ吟の難易 易 難 難 易 易 難 難 易

36カ月時弁別テスト得点 10 0 10 10 10 9 5 8

8～10カ月時質問紙総点 21 22 26 25 25 27 25 23

HighRisk要　　因 出生時
吸困難 未熟児 出生時

吸困難

競戚に若い

，耳の悪

人がいた。

他の特記事項
36ヵ月
閉症的
　　向

36カ月

同室

5～7カ月

同室

二卵性

生児

二卵性

生児

8～13カ月

同室
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表14－4

児　　童　　梅
125 26 27 28 29 30 31 32

左　　右　　耳 R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L

90dB　（1点） 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

70dB（2点） 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 ÷　　　十

得　　　　点 5 6 6 6 3 6 6 6

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　÷ ÷　　　÷ 十　　　十 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一

30dB

2点）

500Hz
一　　　十 一　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　一 一　　　十

200DHz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十

得　　　　点
10 10 10 10 10 10 10 6

8～おカ月

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 ÷　　　十 ÷　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十　

30（1B

2点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　　一 十　　　÷ 十　　　十

2000Hz
→ト　　十 十　　　十 →ト　　ー 十　　　÷ 十　　　十 十 　十 十　　　÷

得　　　　点
12 12 4 12 10 12 12

36

　カ　　月

20dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 →ト　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 幸　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　÷ 十　　　十 十　　　十

15dB

1．5点）

500Hz
十　　　十 一　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 桑　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　1十

10dB

2点）

50DHz
十　　　幸 ÷　　　十 十　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　中 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　一 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十

得　　　　点
18

14．5
18 12 18

13．5
14 18

36カ月時条件づけの難易 易 難 易 難 易 難 易 難

36カ月時弁別テスト得点
10 10 10 10 9 9 9 10

8～10カ月時質問紙総点 26 26 23 27 25 23 22　メ 25　

HighRisk要　因
未熟児

生時
吸困難

他の特記事項
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表14－5

児　　童　　Nα 33 34 35 36 37 38 39 40

左　　右　　耳 R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L

90dB（1点） 十　　　一 ÷　　　十 十　　　÷ 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

70dB（2点） 十　　　一 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十

得　　　　点 3 6 6 3 6 6 6 6

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　十

2000Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　÷ 千　　　十 一　　　十

30dB

2点）

500Hz
÷　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十

2000Hz
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十

得　　　　点 8 12 12 6 10

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 ÷　　　十

2000Hz
÷　　　÷　 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十

30（1B

2点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 →ト　　ー

2000Hz
十　　　十 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一

得　　　　点 12 12 12 12 12 8

36

　カ　　月

20dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 ÷　　　十

15dB

1．5点〉

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　　十

10dB

2点）

500Hz
十　　　÷ 千　　　十 十　　　十 →ト　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　一

得　　　　点 18 18 18 16 18 10 18 16

36カ月時条件づけの難易 易 易 易 易 難 難 易 難

36カ月時弁別テスト得点 10 8 10 9 8 8 8 9

8～10カ月時質問紙総点 28 25 28 25 23 27 27

珊ghRisk要　因

他の特記事項
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表14－6

児　　童　　甑 41 42 43 44 45 46 47 48

左　　右　　耳 R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L

90dB（1点） 十　　　十 一　　　十 →ト　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

70dB（2点） 十　　　一 十　一 一　　　十 一　　　十 →ト　　ー →ト　、　十 十　　　一

得　　　　点 4 3 4 4 4 6 4

50dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 ÷　　　十

2000H2
十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

30dB

2点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　一 一　　　十　’ 一　　　十

2000Hz
十　　　十 一　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 十　　十 十　　　十

得　　　　点
12 10 5 10 10 10

50dB

1点）

50DHz
十　　　十 十　　　十 ÷　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 →ト　　十 十　　　十

30dB

2点）

500Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　一 ÷　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　一

2000Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　、十 十　　　十

得　　　　点
12 12 10 12 12 12 10

36

　カ　　月

20dB

1点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 　、　　　十 十　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十

200DHz
＋　　† 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

15dB

1．5点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十

10dB

2点）

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 一　　　十 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 一　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十

得　　　　点
18 16 18

9．5 11．5
18 18 18

36カ月時条件づりの難易 易 易 易 難 難 易 難 易

36ヵ月時弁別テスト得点 10 10 10 9 10 10 5 ユ0

象》10カ月時質問紙総点 27 27 28
26　

23 27 27

HighRisk要　因

他の特記事項
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表14一了

児　　童　　Nα 49 50 51 52 53 54

左　　右　　耳 R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L R　　L

90dB（1点） 十　　　一 十　　　一 十　　　十 十　　　十 十　　　十

70dB（2点） 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　一 十　　　十 十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　一

得　　　点 1 3 6 6 2

50（1B

1点）

500Hz
十　　　十 一　　　÷ →卜　　　十

2000Hz
十　　　十 一　　　十 十　　　十

30dB

2点）

500Hz
一　　　十 一　　　十 十　　　一

2000Hz
十　　　十 一　　　十 十　　　十

得　　　点
10 6 10

50dB

1点》

500Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 →・　　十 十　　　十

30dB

2点）

500Hz
一　　　十 一　　　十 十　　　一 →一　　÷

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

得　　　点
10 10 10 12

36

　カ　　月

20dB

1点）

500Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十

2000Hz
十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　十

15dB

15点）

500Hz
十　　　十 →・　　十 十　　　→一 十　　　十 十　　　十 十　　　十

200DHz
一　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 十　　　十 →・　　　十

10dB

2点）

500Hz
十　　　÷ 十　　　十 十　　　十 十　　　÷ 十　　　十 十　　　一

2GOOHz
十　　　十 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 十　　　十 →ト　　十 十　　　十 一　　　十

得　　　点 16．5
14 18 18 18 14

36カ月時条件づけの難易 易 難 易 易 易 難

36カ月時弁別テスト得点 10 2 10 10 10 8

ト10カ月時質問紙総点 27． 28 25 28 27

HighRisk要　因
右耳外耳

　　塞

他の特記事項
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得点分布は図6～9になる。そして各期の平均得点より

1S几低い得点しか示さない対象児を，反応の不安定な

ものと考えた。このような基準に従って，検査の最後で

ある3歳時で不安定を示す，Hα12Nα15Rα18m9晦22

Nα28Nα38Nα44Nα45の9名について，上述でも明らか

なように，新生児期の反応は後の発達にあまり影響がな

い事から，他の2期について，調べたところド018とNα22

の両児に低得点傾向が一貫してみうけられた。そこでこ

表15聴覚能力発達得点

時期
N M S。U

新生児期
49 5．02 1．44

5～7カ月期
36

8．72 2．72

8～13カ月期 46 10．26 2，81

36カ月期
54 15．92 12．84

の両児を聴覚検査以外の項目からみてみた。まず聾α18児

はHigh　Risk要因である2カ月早産による出生体重1786

gの未熟児であり，8～10カ月時の質問紙による聴覚能

力検査でも総点が低く，36カ月時での弁別テストでは課

題が理解出来ず正答はなかった。また条件づけも非常に

困難であり，発達診断の結果，自閉的傾向を持った精神

発達遅滞の疑いがあるとされた。次にNα22児は，出生体

重2600gの二卵性双生児で，8～10カ月時の質問紙によ

る膀覚能力検査での総点は高く，36カ月時での弁別テス

トでも10問中9問正答しているが，条件づけが困難であ

り，双生児の一方のNα21に比べると1「全体的に幼ない感・

じがする』といった母親の感想があった。このように他の

項目からみていってもN駄18児は，少なからざる問題を有

しており，聴覚能力発達にこのような結果をもたらした

ものと思われる。一方漁22児は，他の項目からみると，

それ程の問題は有しておらず，聴覚能力発達も，程なく

改普されていくものと予想された。以上の，聴覚能力発

得点

1囲

2圃3
4

5瞳6｝； 置　　　　　　　　　　∴ 　 　　　　　　　聰　 内』　 ∴ ”ギr　　　　　　肱甜

0 5 10 匠5

図6　新生児期4》得点分布

20 25 30

（人数）

碍点

0～　1麗麹

2～3圃
4～5瞳6～7匪蟹囲亜錘羅駆亜籔四

8～9圃竃醗蟹
夏0～U
　12

0 5 10 15
20　（人数）

図了　5～7カ月期の得点分布

　簿点

0～　1匝翻

2～3圃
4～5團
6～7匪麗聖日
8～9麗圏

12
包寧即即』　　聞品冊嚇 嚇冊田　　田　　畑紐紐冊

0 5 10 15 20 25 30

（人数）

図8　8～13カ月期の得点分布
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得点

9～10匝一11～】2－13～14　 ゴ

15～置6　
17～卍8砺繭’一博四 覧 諒r ； ； 侃 ”凹蝋 舶

0 5 10 15 20 25 3D

（人数）

図9　36カ月期の得点分布

達程度で，発達が悪いと判断された2ケースを考えてみ

ると，聴覚検査の結果は，聴覚能力のみでなく，他の精

神発達も深く関係している事が明らかになった。最後に

聴覚能力損失のHigh　Risk要因の有無が，聴覚能力発

達と，どう関係しているか，54名の対象児で比較したと

ころ，醒α18児はHigh　Risk児であるが，他の10名の

Risk児は，聴覚能力発達上，全然問題を有していなかっ

た。特に甑52児は，右外耳閉塞症ながら36カ月時では，

左耳の補償力によるのか極く弱い音圧もとらえる事が出

来たし，弁別テストでも10点満点の回答であった。

IV　考　　察

　（1）聴覚能力検査について

　今回の研究では，C，O，R．よりさらに高度な遊戯聴ガ検

査法を使屠して実験を行なった。新生児期，幼児期の実

験の場合には，反応を評定するのに，被験児の行動をこ

まかく観察して判断しなければならなかったが，3歳児

の場合は，実験も容易になり，音をきいて，＜ボタンを

押す＞という明らかな反応を示すため，より明確に反応

を得ることができた。まず反応率についてみると，Hz，

dBともに，上昇法あるいは下降法により，または，ラ

ンダムに変化させ，5通りの順序で音刺激を呈示した魁

表了および図4にみられるように，どの条件の場合も，

80％以上の高い反応率を示し，しかも，異なる条件間に

有意差はみられなかった。このことは，正常な3歳児で

あれぱ，聴覚損失有無のスクリーニングの為に，この検

査法が十分適用できることを明らかにした。ただ田中ら

（工979）の述べるように，ことばで指示をするので，発

達障害児や聴覚障害児の場合は，4歳以上でないと，音

をきいてボタンを押す関係の理解が困難と考えられるの

で・聴覚損失の有無の判断以前の問題として，この検査

法が使えない可能性が出てくる。本実験の結果の中に，

1，2条件づけが非常に困難で，したがって反応率が非

常に悪い被験児がいたが，この児達の聴覚行動が異常で

あることはρわかってもその理由が発達異常の為か，聴

覚陣害の為かは，もっと年長になって，この手続が可能

になってようやく判明することになろう。次に，6種の

音刺激に対する反応率は，表8および図5に明らかなよ

うFこ，500Hz，15dBと20dBl音，2000Hz，20dB音，

500Hz，10dBの4租の音への反応率がいずれも90％以

上の高い反応率を示している。2000Hz，15dBと2000Hz，

10dB音への反応率は，他の音への反応率と比べて低くは

なっているが，3歳児としては，よい成績と言える。田

中，加我ら（1979）は，この検査法により，正常の3歳

の年齢で10dBの閾値を得ており，今回の実験でも，10dB

への反応が十分認められ，聴覚聞値は，3歳で，10dBに

至ることが確かめられた。なお・反応の様相については，

表9に示すように，安定した反応と不安定な反応の様相

が観察された。何人かの被験児の反応が不安定になった

のは，ある被験児には，条件づけが甘くなってしまった

ためと，精神発達，運動能力，ヴィゴッキー（1962）と

ルリァ（1974）の研究によるくことばによる自己行動調

整機能〉の発達の個人差によるものと考えられる。

　（21語音弁別能力検査について

　語音弁別検査は，主として，聴覚障害児や構音障害児

の訓練のための診断に用いられるため，4歳以上の幼児

に使用されることが多く，前述した長渕の研究以外見出

されない。今回の実験では，課題練習をさせずに，すぐ

さま本実験に入ったが，絵画式検査であったため，2名

を除き，どの被験児も，興味をもって楽しんで絵カード

を見，予想以上によく反応し，検査施行に特に困難を感

ずることはなかった。表11に明らかなように，10項目の

うち，5番目の1項目を除き，すべて85彩以上の非常に

高い通過率を示している。E主mas　RD（1972）らは，乳

児の音韻間の弁別力について研究を行ない，1カ月の乳

児でも〔パ〕と〔バ〕の特徴を弁別することができ，4カ

月までに，その弁別力はもっと著しくなることを見出し

ている。このことから考えると，正常な3歳兜の語音弁

別能力は，いちだんと目ざましい発達をとげでおり，非

常に高い項目通過率を示したことがうなづける。

　また，検査項目は，5番目の項目以外，不適当である
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という理由はみあたらなかった。性差と通過率を調べた

ところ，5％水準有意の差で，女児の方の通過率の高い

ことがわかり，従来の諸研究と一致した。

　最後に，聴覚能力検査と語音能力検査間に相関関係が

みられるかどうかを調べたところ，高い相関値が得られ，

語音弁別能力1ζは，500Hz，2000Hzの周波数に対する

正常な閾値が必要であることが明らかとなった。Carre1

（1968）は，とくに摩擦音や破擦音，破裂音の弁別には，

言語周波数帯域の8000Hzまでの周波数に対し，純音の聴

取が正常な閾値をもつことが必要と述べている。今回の

実験では，8000Hzまでの検査は行なわなかったが，

被験児のほとんどは，表5に示されている刺激音の摩擦

音，破擦音，破裂音を問題なく弁別している。日本語の

語音は，すべて母音＋子音なので，英語圏の微妙な子音

や二重子音の語音よりはるかにききとりやすく，500Hz，

2000Hzの周波数に対し，正常な閾値をもっていれば，語

音弁別は十分可能であることが，今回の実験結果からう

かがえる。

　（3｝乳児期から3歳児期までの聴覚発達について

　乳児期から3歳児期までの聴覚能力発達を，4期にわ

け，その時期に適した聴覚検査法を胴いて，縦断的に追

跡した結果，3歳時点までに追跡出来た54名に関しては，

新生児期の履高音圧90dBから，3歳児期の最低10dBま

で， 3年間で実にその差80dBもの聴覚能力発達がみられ

る事が明らかになった。この事は聴覚能力は，日本総合

愛育研究所紀要18～20集でもすでに明らかにしている様

に，乳児期から急速に発達し，3歳時点では，大人とほ

とんど同程度の聴覚能力を発達させている事になる。こ

れは3歳時点で実験室に同室してもらった母親の中に，

「ヘー，こんな音がきこえるのですか？　私には全然き

こえません／」と不思議がる人が，何名もいた事からも

推測できる。確かに最低の10dB音で特に2000Hzの場

合は，大人でも少し聴覚能力で劣っている方には，とら

えにくい音である。このように3歳時点では，大多

数（54名中45名）の者が大人と同程度の聴覚能力を示し

㊧のであるが，新生児期からの経過をみていくと，新生

児期には反応がみられなくても，C．αR検査を用いた5

～7カ月または8～13カ月の2回の試行の内，どちらか

1回に反応がみられた場合，3歳時点での聴覚能力は正

常な発達をとげている様子がうかがえる。3歳時点の聴

覚能力発達程度で，発達が悪いと判断された聾“1＄，晦22

の両児とも，新生児期には反応がみられているが，5カ

月以後の反応が悪く，3歳時まで問題を残してきている

のである。このように考えると，ネオメーターを用いて，

反射の時期といわれる新生児期に聴覚能力検査を行って

も，反応の有無が，その後の聴覚能力発達をそれほど予

想できないのではないかと思われる。しかしながら，学

習能力が発達してきて，傾聴反応も出現してくる5カ月

以後の時期に，条件づけ理論を用いたC．αR検査を用い

て，2回以上（特に反応の安定する7カ月時に1回試行）

の検査を行えば，それ以後聴覚能力発達に問題を呈する

児をスクリーニングする事が出来るのではないかという

事が，考えられるようだ。

　次に聴覚能力損失のHigヒRisk要因の有無が，聴覚

能ヵ発達と，関係しているかという事に関して，Risk

児11名中1名しか，その後の発逮に問題を有しておらず，

今回の結果からは，関係はなかったどいっていい様だ。

ま と　め

L　聴覚能力は，新生児期から目ざましく発達し，3歳

　で，聴覚聞値は，10dBに至ることが確かめられた。

2．語音弁別能力は，3歳時点で十分発達していること

　が明らかとなった。

3．語音弁別項目の通過率では，5％水準有意で，女

　児の方が高いことがわかった。

4．聴覚能力検査と藷音弁別能力検査との間に高い相関

　関係のあることがみとめられた。

5．遊戯聴力検査法は，正常児であれば，3歳から適用

　できることが確かめられた。

6．乳児期から3歳児期までの聴覚能力発達を縦断的に

　みた結果，全対象者54名に重大な聴覚能力損失を持っ

　ている者はいなかった。

7．乳児期から3歳児期の3年間に，その差80dBもの

　聴覚能力発達がみられた。

8．聴覚反応の不安定な者が2名みられた。その内の1

　名は聴覚損失High　Risk児であった。

9．聴覚能力発達のスクリーニング手段として，5カ月

　以後C．αR検査を2回以上試行する事が有効である

　という事が予想された。

10．聴覚能力損失のHigh　Risk要因の有無と，聴覚能

　力発達とは関係がなかったQ
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Study on Infant HeaFing Screening Test VI 

- he DevelOpment of Hearing in Children 
at Three Years of Age -

Hidetoshi HAGIWARA 
Utako NODA 
Hiroshi SUZUKI 

For the purpose of making up the Infant Hearing Screening Test, the longitudinal study of 

the development of hearing in 200 children has been made since the neonatal period. The main 

objecct of this study is to clarify both developments of hearing and of capability of speech 

sound discrimination in the followed up children who have just reached three years of age, 

and at the same time, elarify the relations between the development of hearing in infancy and 

that at three years of age. 

The subjects were 54 three-year-old children(male 30, female 24), accounting for 27~of the 

entire subjeets at the neonatal period. 

The hearing of each child was tested by Play Audiometry at the intensity levels of 20 db, 

15db and 10 db with the frequenoies of 500 Hz and 2000 H:~, and the capability of speeeh sou-

nd discrimination was tested by presenting each subject 10 sets of familiar words including 

contrastive speech sounds and associated with picture identification. 

The findings were : 

1) It was aseertained that the development of hearing has been remarkable since the neona-

tal period and hearing threshhold has reached 10 db at three year$ of age, making a great 

differenoe of 80 db. 

2) It was made clear that the capability of speeeh sound discrimination is well developed at 

three years of age 

3) The female subjects showed higher rate of passing the speech sound discrimination test 

items than the male subjects with the significant difference at 5~ Ievel. 

4) The high correlation was found between the hearing test and speech sound discrimination 

test. 

5) As the result of longitudinal study of the development of hearing in children during the 

period from infancy to three years of age, no case of serious auditory loss was found am-

ong entire 54 subjeets. 

6) Two subjects manifested unstable auditory responses, and one of them was found to be a 

high risk child of hearing loss. 

7) It is presumed it will be effective to conduct COR testing more than than twice after 5 

months old as the means of hearing screening. 

8) There was no relationship between whether there is any high risk factor of hearing loss 

or not and the developrnent of hearing. 
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